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従
来
の
指
摘
の
中
に
は
、
現
代
語
に
見
ら
れ
る
「
農
業
が
国
を
発
展
さ
せ
る
」
「
何
が
彼
女
を
そ
う
さ
せ
た
か
」
の
よ
う
な
非
情
の
使
役
は

従
来
の
指
摘

古
代
語
の
受
身
文
で
は
、
非
情
物
が
主
体
（
主
語
）
に
立
つ
例
に
つ
い
て
多
く
の
論
考
が
あ
り
、
そ
の
特
徴
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
（
例
え
ば
、

宮
地
(
-
九
六
八
）
、
清
水
(
-
九
八
0
)
、
川
村
（
二
0
―二）

1499168
頁
）
。
一
方
、
同
じ
く
ヴ
ォ
イ
ス
の
一
翼
を
担
う
使
役
文
で
は
、
古
代
語
で
非

情
物
が
主
体
に
立
つ
例
を
取
り
上
げ
た
論
考
は
受
身
文
に
比
べ
少
な
く
、
研
究
の
余
地
を
残
し
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

そ
こ
で
、
本
論
で
は
用
例
数
の
豊
富
な
平
安
期
和
文
資
料
に
お
い
て
、
非
情
物
が
主
体
に
立
つ
使
役
文
（
以
下
、
非
情
の
使
記
。
な
お
、
有
情
物

が
主
体
に
立
つ
使
役
文
は
、
有
情
の
使
役
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
）
を
調
査
し
、
そ
の
意
味
的
、
構
文
的
特
徴
並
び
に
両
特
徴
の
関
連
を
示
す
こ
と
に
す
る
。

は
じ
め
に

平
安
期
和
文
に
お
け
る
非
情
の
使
役

佐

藤

友

哉
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か
ヒ
ト
か
と
い
う
名
詞
句
の
タ
イ
プ
を
、
〈
〉
は
当
該
名
詞
旬
の
意
味
役
割
を
表
す
。
〈
〉
の
表
記
方
法
は
本
論
も
以
下
こ
れ
に
倣
う
）
。

③
 

で
は
、
他
動
文
に
お
け
る
主
語
名
詞
旬
が
当
該
事
態
を
引
き
起
こ
す
〈
原
因
〉
と
な
る
文
を
原
因
主
語
他
動
文
と
呼
び
、

非
情
の
使
役
も
考
察
対
象
と
す
る
。
本
論
と
関
連
す
る
も
の
を
中
心
に
そ
の
指
摘
を
ま
と
め
て
お
こ
う
。

「
漠
文
系
の
資
料
に
は
、
多
く
の
原
因
主
語
他
動
文
の
例
が
見
ら
れ
」

(278
頁
）
、
「
使
役
の
例
も
見
ら
れ
る
」

(279
頁）。

「
中
古
和
文
の
代
表
的
な
資
料
に
も
（
中
略
）
『
原
因
主
語
他
動
文
』
が
、
い
く
つ
か
存
在
す
る
」

(280
頁
）
。
そ
の
一
例
を
示
す
。

②
 

ど
も
長
櫃
に
担
ひ
続
け
て
お
こ
せ
た
り
。
若
菜
ぞ
今
日
を
ば
知
ら
せ
た
る

①
 

(46
頁
）
と
す
る
。

古
代
語
に
は
な
く
、
欧
米
語
の
翻
訳
に
よ
り
成
立
し
た
と
す
る
も
の
が
あ
る
（
例
え
ば
、
『
日
本
文
法
大
辞
典
』
（
明
治
書
院
、

の
項

(281
頁
、
藤
井
正
執
筆
）
、
崖
(
―

1
0
0
七）

23
頁
脚
注
）
。
し
か
し
、
竹
内
(
-
九
七
七
）

竹
内
(
-
九
七
七
）
に
よ
れ
ば
、
こ
の
二
例
は
「
誘
因
と
し
て
の
使
役
」

(45
頁）

一
九
七
一
年
）
「
使
役
」

4
5
9
4
6
頁
に
は
古
代
語
の
非
情
の
使
役
と
し
て
次
の

―
一
例
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

、、
若
菜
ぞ
今
日
を
ば
知
ら
せ
た
る
。
（
土
左
・
一
月
七
日
）

、、

歎
け
と
て
月
や
は
も
の
を
思
は
す
る
か
こ
ち
が
ほ
な
る
わ
が
涙
か
な
（
千
載
・
九
二
六
）

で
あ
る
。
即
ち
、
使
役
の
主
の
積
極
的
な
意
志
に
よ
っ

て
対
象
に
対
し
あ
る
動
作
を
行
わ
せ
る
の
で
は
な
く
、
使
役
の
主
は
そ
の
行
為
を
引
き
起
こ
す
誘
因
に
す
ぎ
な
い

（
同
頁
）
。
そ
し
て
、
も
と

も
と
有
情
の
使
役
に
誘
因
と
し
て
の
使
役
が
あ
り
、
当
該
名
詞
句
が
使
役
の
主
に
立
っ
た
め
に
は
「
意
志
が
有
る
か
無
い
か
は
問
題
と
な
ら
な

い
」
（
同
頁
）
こ
と
か
ら
「
非
情
の
も
の
が
使
役
の
主
と
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
の
も
、
誘
因
と
し
て
の
使
役
の
性
格
か
ら
い
え
ば
当
然
」

青
木
(
―

1
0
0
六）

七
日
に
な
り
ぬ
。
〈
中
略
〉
人
の
家
の
、
池
と
名
あ
る
所
よ
り
、
鯉
は
な
く
て
、
鮒
よ
り
は
じ
め
て
、
川
の
も
、
海
の
も
、
他
物

（
土
佐
日
記
、
青
木
（
二

0
0
六））

主
語
に
立
つ
《
モ
ノ
》
《
コ
ト
》
と
い
っ
た
非
情
物
の
意
味
役
割
は
擬
人
法
を
除
い
て
〈
原
因
〉
と
な
る

(289
頁
。
《
》
は
モ
ノ
か
コ
ト
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用
例
分
析

節
）
に
つ
い
て
も
論
じ
、
よ
り
多
角
的
な
分
析
を
目
指
す
。

態
が
表
す
事
柄
の
個
別
性
、

お
つ
ぎ
の
節
制
を
失
っ
た
慌
し
さ
が
勘
次
を
庭
に
走
ら
せ
た

④
に
つ
い
て
青
木
(
―

1
0
0
六）

で
は
、

a
の
よ
う
な
文
は
「
欧
文
翻
訳
に
お
い
て
生
ま
れ
た
」

(290
頁
）
と
す
る
が
、
古
代
語
に
こ
の
タ

イ
プ
の
文
が
存
在
し
な
か
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。
こ
の
疑
問
を
解
消
す
る
に
は
補
文
の
主
語
の
意
味
役
割
が
、
使
役
主
体
に
立
つ
非
情
物
（
以
下
、

非
情
の
使
役
を
論
じ
る
際
は
単
に
非
情
物
と
記
す
）
の
あ
り
方
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
の
か
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

右
に
見
た
よ
う
に
、
古
代
語
の
非
情
の
使
役
は
名
詞
旬
の
意
味
役
割
を
中
心
に
分
析
が
な
さ
れ
て
き
た
（
た
だ
し
、
青
木
(
―

1
0
0
六
）
に
は
⑤

の
よ
う
な
構
文
的
分
析
も
見
ら
れ
る
。
本
論
で
は
五
節
に
て
別
の
観
点
か
ら
構
文
的
分
析
を
試
み
る
）
。
~
琴
嘩
で
は
名
品
叩
旬
ふ
〉
意
味
．
役
割
の
他
に
、
使
役
事

一
般
性
に
ま
つ
わ
る
問
題
(
-
―
-
、
四
節
）
、
表
現
形
式
の
特
徴
と
、
非
情
の
使
役
が
当
該
表
現
形
式
を
取
る
理
由
（
五

平
安
期
和
文
資
料
十
六
作
品
（
論
文
末
尾
参
照
）
で
助
動
詞
ス
・
サ
ス
・
シ
ム
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
使
役
用
法
一
九
四
一
一
一
例
中
、
非
情
の
使

役
を
六
例
確
認
で
き
た
。
こ
れ
ら
は
、
絶
対
数
的
に
も
割
合
的
（
仰
％
）
に
も
僅
少
な
が
ら
後
に
示
す
よ
う
に
、
い
く
つ
か
の
特
徴
を
備
え
て
お
り
、

⑤
 
古
代
語
の
原
因
主
語
他
動
文
で
は
、
次
の
よ
う
な
「
述
語
を
含
ん
だ
『
節
』

(clause)
が
主
語
と
な
る
例
は
非
常
に
稀
」

(281
頁
）
で
あ
る
。

（
長
塚
節
「
土
」
、
青
木
(
―

1
0
0
六））

b
息
子
が
困
難
な
仕
事
を
や
り
遂
げ
た
。
（
補
文
）

な
い

(289,290
頁
）
。
（

a
は
井
上
(
-
九
七
六
）
が
「
翻
訳
調
の
」
「
不
自
然
な
日
本
語
」

(63
頁
）
と
す
る
例
を
青
木
（
二
0
0
六
）
が
取
り
上
げ
た
も
の
。
）

母
親
の
思
い
や
り
が
息
子
に
困
難
な
仕
事
を
や
り
と
げ
さ
せ
た
。

④
 a

 次
の

a
の
よ
う
な
近
代
以
降
若
干
見
ら
れ
る
、
補
文
の
主
語
が
〈
動
作
主
〉
と
な
る
例
は
古
代
語
で
は
現
在
の
と
こ
ろ
見
出
せ
て
い
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分
析
す
る
価
値
が
あ
る
と
考
え
る
。
ま
ず
は
こ
の
六
例
を
、
使
役
事
態
（
補
語
＋
動
詞
＋
ス
・
サ
ス
・
シ
ム
が
表
す
事
態
。
使
役
事
態
が
表
す
意
味
に

は
テ
ン
ス
・
ア
ス
ペ
ク
ト
を
含
む
）
が
個
別
的
事
柄
を
表
す
か
一
般
的
事
柄
を
表
す
か
の
基
準
に
よ
り
分
類
す
る
（
三
ー
四
節
工
で
後
述
す
る
よ
う
に
、

三ー一

個
別
的
事
柄
を
表
す
例

使
役
事
態
が
個
別
的
事
柄
を
表
す
か
一
般
的
事
柄
を
表
す
か
の
基
準
を
、
使
役
事
態
が
特
定
の
時
空
間
に
実
現
す
る
か
否
か
に
求
め
る
と
き
、

使
役
事
態
が
個
別
的
事
柄
を
表
す
も
の
に
は
次
の
一
例
が
あ
る
。

ヽ
~ー‘、¥

三
ー
二

（
枕
草
子
・
六
0
段）

七
日
に
な
り
ぬ
。
（
中
略
）
か
か
る
あ
ひ
だ
に
、
人
の
家
の
、
池
と
名
あ
る
と
こ
ろ
よ
り
、
鯉
は
な
く
て
、
鮒
よ
り
は
じ
め
て
、
川
の

一
般
的
事
柄
を
表
す
例

J

の
基
準
は
有
意
味
な
も
の
で
あ
る
）
。

（
土
佐
日
記
・
一
月
七
日
）

も
海
の
も
、
こ
と
物
ど
も
、
長
櫃
に
に
な
ひ
つ
づ
け
て
お
こ
せ
た
り
。

星
ぞ
今
日
を
ば
知
り
剖
た
る
。

り
の
「
若
菜
ぞ
今
日
を
ば
知
ら
せ
た
る
」
で
は
、
眼
前
に
あ
る
「
若
菜
」
の
、
そ
の
場
に
お
け
る
情
報
伝
達
の
様
が
描
か
れ
て
い
る
た
め
、

い
は
個
別
的
事
柄
を
表
す
。

（
古
今
和
歌
集
・
仮
名
序
）

使
役
事
態
が
一
般
的
事
柄
を
表
す
も
の
に
は
次
の
五
例
が
あ
る
。

の
力
を
も
入
れ
ず
し
て
天
地
を
動
か
し
、
目
に
見
え
ぬ
鬼
神
を
も
あ
は
れ
と
剌
ば
剖
＂
、
男
女
の
中
を
も
和
ら
げ
、
猛
き
武
士
の
心
を
も

慰
む
る
は
面
安
符
ソ
゜

①
い
つ
ぬ
き
川
、
沢
田
川
な
ど
は
＿
催
馬
楽
な
ど
一
の
思
ば
ー
—
な
る
べ
し
。
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(7) 

ァ

ニ
ー
三
非
情
の
使
役
に
準
じ
る
例

（
堤
中
納
言
物
語
・
虫
め
づ
る
姫
君
）

（
枕
草
子
・
八
一
段
）

い
物
の
あ
は
れ
知
叫
叫
顔
な
る
も
の

5
厄
こ
そ
思
ひ
知
ら
サ
叫
咲
き
に
ほ
ふ
花
も
紅
葉
も
つ
ね
な
ら
ぬ
世
を

何
歎
け
と
て
同
言
‘
は
も
の
を
則
ば
ず
刹
か
こ
ち
が
ほ
な
る
わ
が
涙
か
な

Q
で
ま
ず
「
猛
き
武
士
の
心
を
も
慰
む
る
は
」
は
、
猛
々
し
い
武
士
の
心
を
も
な
ご
ま
せ
る
（
性
質
を
持
つ
）
も
の
は
、
の
よ
う
に
解
釈
で
き
る
。

そ
の
た
め
、
「
慰
む
る
」
は
特
定
の
時
空
間
に
実
現
す
る
も
の
で
は
な
く
、
抽
象
化
さ
れ
た
一
般
的
事
柄
を
表
す
。
こ
れ
と
並
行
的
な
関
係
に

あ
る
「
日
に
見
え
ぬ
鬼
神
を
も
あ
は
れ
と
思
は
せ
」
も
同
じ
く
一
般
的
事
柄
を
表
す
。
り
④

5
で
は
、
そ
の
意
を
そ
れ
ぞ
れ
「
い
つ
ぬ
き
川
、

沢
田
川
な
ど
は
催
馬
楽
な
ど
が
思
わ
せ
る
（
も
の
な
）
の
だ
ろ
う
」
「
物
の
あ
わ
れ
を
知
ら
せ
る
様
子
で
あ
る
も
の
」
「
桜
こ
そ
思
い
知
ら
せ
る
（
も

の
だ
）
」
の
よ
う
に
一
般
論
と
し
て
解
釈
で
き
る
た
め
、
各
使
役
事
態
は
一
般
的
事
柄
を
表
す
。
⑯
で
は
「
『
嘆
け
』
と
い
っ
て
月
が
も
の
を
思

わ
せ
る
」
こ
と
へ
の
疑
問
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
『
嘆
け
」
と
い
っ
て
月
が
も
の
を
思
わ
せ
る
」
と
い
う
使
役
事
態
は
特
定
の
時
空
間
に

実
現
す
る
も
の
で
は
な
く
、
観
念
の
中
で
一
般
化
さ
れ
た
事
柄
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
5

ま
た
、
先
に
挙
げ
た
い
で
は
、
使
役
助
動
詞
ス
に
タ
リ
が
下
接
す
る
の
に
対
し
、

5
＼
何
で
は
、
ス
の
直
後
に
テ
ン
ス
に
関
す
る
助
動
詞
が

な
い
。
こ
の
こ
と
は
い
＼
何
に
お
け
る
使
役
事
態
が
特
定
の
時
空
間
に
実
現
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
の
傍
証
と
な
る
。

以
上
に
挙
げ
た
六
例
の
他
に
、
非
情
の
使
役
に
準
じ
る
例
が
五
例
あ
る
。
非
情
の
使
役
（
確
例
）
の
認
定
基
準
を
示
す
意
味
で
そ
れ
ら
を
列

挙
し
よ
う
。

虫
が
使
役
主
体
に
な
る
も
の

わ
ら
は
や
み

「
（
前
略
）
ま
た
、
庫
若
昆
と
ら
ふ
れ
ば
、
婚
病
せ
ざ
ず
な
り
。
（
後
略
）
」

〔
女
↓
若
き
人
々
〕

鼻
垂
り
、
間
も
な
う
か
み
つ
つ
物
言
ふ
薗
〗
。

（
千
載
和
歌
集
・
九
二
六
）

（
源
氏
物
語
・
総
角
）
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ウ

そ

の

他

イ

「
蝶
」
の
よ
う
な
自
ら
動
き
を
持
っ
た
虫
を
有
情
物
と
す
れ
ば
、
の
は
有
情
の
使
役
と
な
る
。
た
だ
し
、
「
蝶
」
は
感
情
を
確
認
す
る
の
が
難

し
い
た
め
、
の
は
非
情
の
使
役
に
準
じ
た
も
の
と
見
な
せ
る
。

擬
人
法

（
蜻
蛉
日
記
）

⑧
あ
り
と
だ
に
よ
そ
に
て
も
見
む
名
に
し
負
は
ば
わ
れ
に
聞
が
ぜ
よ
み
み
ら
く
の
面
]

の
〔
童
↓
観
音
経
〕
「
わ
が
母
の
、
常
に
読
み
た
ま
ひ
し

9°
わ
が
御
前
角

aぃ
ざ
た
て
ま
つ
り
た
ま
ふ
な
」

当
該
例
が
擬
人
法
で
あ
る
か
ど
う
か
は
、
「
人
で
な
い
も
の
が
意
志
的
な
動
作
を
な
す
存
在
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
」
、
ま
た
は
「
人
で
な
い

も
の
に
対
し
人
特
有
の
表
現
が
使
わ
れ
て
い
る
」
を
基
準
と
し
て
い
る
。
①
の
歌
意
は
、
せ
め
て
亡
き
母
の
お
姿
を
遠
く
か
ら
で
も
見
た
い
、
「
耳

楽
」
と
い
う
名
を
持
つ
の
な
ら
、
ど
こ
に
そ
の
姿
が
あ
る
か
聞
か
せ
て
ほ
し
い
、
み
み
ら
く
の
島
よ
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
「
聞
か
せ
よ
」
と

あ
る
よ
う
に
、
「
み
み
ら
く
の
島
」
は
意
志
的
に
言
葉
を
発
す
る
存
在
と
し
て
擬
人
化
さ
れ
て
い
る
。
の
で
は
「
た
ま
ふ
」
と
い
う
尊
敬
表
現

か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
「
観
音
経
」
が
擬
人
化
さ
れ
て
い
る
。

右
記
擬
人
法
の
基
準
か
ら
す
れ
ば
、
非
情
の
使
役
と
し
て
挙
げ
た
の
④
向
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
「
力
を
も
入
れ
ず
し
て
天
地
を
動
か
し
」

「
知
ら
せ
顔
」
「
歎
け
」
と
い
う
表
現
を
も
っ
て
、
こ
れ
ら
を
擬
人
法
と
す
る
見
方
は
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
の
の
「
力
を
も
入
れ
ず

し
て
天
地
を
動
か
し
」
は
、
世
の
中
を
左
右
す
る
程
の
影
響
を
与
え
る
と
い
う
意
味
を
比
喩
的
に
表
現
し
た
も
の
と
捉
え
ら
れ
る
。
④
で
は
「
声
」

を
発
す
る
の
が
人
で
あ
る
た
め
、
人
特
有
の
表
現
と
結
び
つ
き
や
す
い
環
境
に
あ
る
。
ま
た
、
「
知
ら
せ
顔
」
は
こ
こ
で
は
、
知
ら
せ
る
よ
う

な
様
子
と
解
釈
可
能
で
あ
る
。
⑥
で
は
、
「
歎
け
」
と
い
う
「
月
」
の
、
も
の
の
思
わ
せ
方
は
、
反
語
（
「
月
や
は
」
）
に
よ
り
打
ち
消
さ
れ
る
。

そ
の
結
果
、
命
令
す
る
の
と
は
違
っ
た
も
の
の
思
わ
せ
方
、
即
ち
、
月
の
存
在
そ
の
も
の
が
も
の
を
思
わ
せ
る
き
っ
か
け
と
な
る
と
い
う
状
況

が
想
定
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
本
論
で
は
、
の
④
向
を
擬
人
法
と
し
て
は
扱
っ
て
い
な
い
。

（
堤
中
納
言
物
語
・
貝
合
）
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ウ
動
詞
が
表
す
意
味

使
役
対
象
は
六
例
と
も
人
で
あ
る
。

イ

で
あ
る
。

⑩
は
『
全
集
18
』
に
よ
れ
ば
、
「
『
時
柄
』
の
名
と
『
そ
の
時
に
従
っ
て
』
と
を
掛
け
て
表
現
」

(198
頁
）
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
時
柄
」

な
る
人
物
が
相
手
に
し
ゃ
れ
を
言
わ
せ
た
と
い
う
有
情
の
使
役
を
前
提
と
し
、
そ
の
名
に
「
時
柄
」
と
い
う
そ
の
時
の
状
況
の
意
を
重
ね
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
い
は
「
人
に
お
勝
た
せ
す
る
、
お
勝
た
せ
し
な
い
は
、
心
が
決
め
る
の
で
す
よ
」
と
意
味
を
補
う
必
要
が
あ
る
。
故
に
、
「
心
」

は
「
人
に
勝
た
せ
た
て
ま
つ
ら
む
、
勝
た
せ
た
て
ま
つ
ら
じ
」
の
純
然
た
る
使
役
主
体
で
は
な
い
と
い
え
る
。
⑩

mは
こ
の
よ
う
な
理
由
に
よ

三
ー
四
非
情
の
使
役
の
特
徴

非
情
の
使
役
と
し
て
挙
げ
た
の
ー
向
に
つ
い
て
、

使
役
主
体
の
タ
イ
プ

使
役
主
体
は
モ
ノ
が
三
例

(m
「
若
菜
」
、
◎
「
桜
」
、
向
「
月
」
）
、
人
の
活
動
に
ま
つ
わ
る
も
の
が
三
例
（
の
「
歌
」

‘e
「
催
馬
楽
（
な
ど
）
」
、

e
「声」）

使
役
対
象
の
タ
イ
プ

ア

り
非
情
の
使
役
の
確
例
と
し
て
は
扱
っ
て
い
な
い
。

(11) ヽ
~

。
ー（
 た
る
な
め
り
。
（
後
略
）
」

（
以
前
に
下
仕
え
が
藤
原
時
柄
と
い
う
人
物
に
し
ゃ
れ
を
言
っ
た
こ
と
に
対
し
て
）
〔
式
部
丞
信
経
↓
清
少
納
言
〕
「
そ
れ
ま
た
国
繭
〗
が
割
ば
剖
＂

〔
蔵
人
少
将
↓
女
子
〕
「
（
前
略
）
た
だ
、
人
に

1
1た
て
ま
つ
ら
む
、
醐
叩
塙
茫
に
て
ま
つ
ら
じ
は
、
口
壬
ぞ
よ
。
（
後
略
）
」

い
く
つ
か
の
観
点
か
ら
そ
の
特
徴
を
ま
と
め
て
お
こ
う
。

（
堤
中
納
言
物
語
・
貝
合
）

（
枕
草
子
・
九
九
段
）
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使
役
助
動
詞
に
上
接
す
る
動
詞
は
の
か
ら
順
に
、
「
知
る
」
「
思
ふ
」
「
思
ふ
」
「
知
る
」
「
思
ひ
知
る
」
「
思
ふ
」
で
あ
り
、

心
情
と
い
っ
た
無
意
識
的
な
認
識
を
表
す
。

い
ず
れ
も
知
覚
・

三
ー
一
及
び
三
ー
ニ
節
で
非
情
の
使
役
を
、
使
役
事
態
が
個
別
的
事
柄
を
表
す
か
一
般
的
事
柄
を
表
す
か
の
基
準
に
よ
り
分
類
し
た
。
こ
の

結
果
か
ら
わ
か
る
こ
と
は
、
使
役
事
態
が
一
般
的
事
柄
を
表
す
例
が
六
例
中
五
例
と
そ
の
ほ
と
ん
ど
を
占
め
る
こ
と
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
採

取
し
た
使
役
文
の
中
か
ら
有
情
の
使
役
一

0
0
例
を
無
作
為
に
取
り
出
し
た
と
こ
ろ
、
使
役
事
態
が
個
別
的
事
柄
を
表
す
も
の
は
九
十
七
例
で

あ
る
の
に
対
し
、
一
般
的
事
柄
を
表
す
も
の
は
、
わ
ず
か
に
三
例
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
平
安
期
和
文
の
非
情
の
使
役
に
見
ら
れ
る
、

使
役
事
態
が
一
般
的
事
柄
を
表
す
傾
向
は
注
目
に
値
す
る
も
の
と
い
え
る
。

い
は
唯
一
、
使
役
事
態
が
個
別
的
事
柄
を
表
し
、
他
の
例
と
異
な
る
特
徴
を
持
つ
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
ス
に
下
接
す
る
助
動
詞
に
目

を
向
け
る
と
、
「
知
ら
せ
赳
引
」
（
知
ら
せ
て
い
る
）
の
よ
う
に
、
い
わ
ゆ
る
存
続
の
意
を
表
す
こ
と
に
気
づ
く
。
鈴
木
（
二

0
―
二
）
に
よ
れ
ば
、

「
平
安
時
代
の
タ
リ
・
リ
形
は
、
ア
ス
ペ
ク
ト
的
に
は
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
を
表
す
も
の
」

(57
頁
）
で
あ
り
、
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
性
と
は
、
「
さ
き
だ

、
、
、
、
、

つ
段
階
に
お
い
て
の
運
動
の
成
立
と
い
う
側
面
と
、
あ
と
を
お
う
段
階
に
お
け
る
そ
の
結
果
の
継
続
や
痕
跡
の
存
在
と
い
う
二
つ
の
側
面
」
（
同

頁
、
傍
点
筆
者
）
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
則
れ
ば
、
〇
は
、
食
材
の
中
に
あ
っ
た
「
若
菜
」
が
、
今
日
が
宮
中
で
若
菜
摘
み
を
す
る
一

月
七
日
で
あ
る
こ
と
を
語
り
手
に
知
ら
せ
、
そ
の
事
実
を
持
続
的
に
語
り
手
に
認
識
さ
せ
て
い
る
と
解
釈
で
き
る
。
こ
の
意
味
で
「
知
ら
せ
た

る
」
が
表
す
事
態
は
、
終
わ
り
が
不
明
確
で
あ
り
、
状
態
的
で
あ
る
。

一
般
的
事
柄
を
表
す

e
>
⑱
も
使
役
事
態
の
表
す
事
柄
が
恒
常
的
・
状
態
的
で
あ
る
た
め
、
平
安
期
和
文
の
非
情
の
使
役
が
持
つ
特
徴
と
し

て
、
使
役
事
態
の
状
態
性
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

工

使
役
事
態
の
個
別
性
、

一
般
性
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あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
か
。

軸
上
に
実
現
す
る
も
の
で
は
な
く
、

で
は
、
な
ぜ
平
安
期
和
文
の
非
情
の
使
役
は
使
役
事
態
の
表
す
事
柄
が
状
態
的
な
の
か
。

ま
ず
は
い
＼
何
に
つ
い
て
考
え
る
。
仮
に
、
当
該
使
役
事
態
が
特
定
の
時
間
軸
上
に
実
現
す
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
あ
る
使
役
動
作
が
、
使
役

対
象
に
向
か
っ
て
一
回
的
に
な
さ
れ
る
様
が
描
か
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
り
＼
⑮
で
は
、
非
情
物
か
ら
使
役
対
象
へ
の
作
用
は
、
特
定
の
時
間

の
焦
点
が
あ
る
と
は
い
え
ず
、
そ
の
分
、
そ
の
作
用
の
度
合
い
は
低
い
も
の
と
な
る
。

①
＼
⑥
で
、
非
情
物
か
ら
使
役
対
象
へ
の
作
用
の
度
合
い
が
低
く
描
か
れ
て
い
る
現
象
は
次
の
よ
う
に
解
釈
で
き
る
。
即
ち
、
対
象
に
何
ら

か
の
作
用
を
な
す
の
は
典
型
的
に
は
人
で
あ
る
。

5
＼
⑱
で
は
使
役
対
象
が
全
て
人
だ
が
、
人
に
対
し
て
作
用
を
な
す
主
体
も
、
人
を
そ
の
典

型
と
し
て
良
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
故
、

5
＼
向
に
お
い
て
使
役
対
象
た
る
人
へ
の
作
用
の
度
合
い
が
高
ま
れ
ば
、
非
情
物
が
人
の
よ
う
な
働
き
を

な
し
、
非
情
物
が
人
の
よ
う
な
性
質
を
帯
び
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
類
推
す
る
に
、
他
者
に
働
き
か
け
る
と
い
う
人
特
有
の
性
質
を

ヒ
ト
性
と
呼
べ
ば
、
平
安
期
和
文
の
非
情
の
使
役
で
は
非
情
物
に
ヒ
ト
性
を
帯
び
さ
せ
る
の
は
、
擬
人
法
で
な
い
限
り
、
極
力
避
け
る
傾
向
に

そ
れ
で
は
、
い
の
場
合
は
ど
う
か
。

m
面
匿
ぞ
今
日
を
ば
知
叫
叫
た
る
。

い
は
、
使
役
事
態
が
特
定
の
時
間
軸
上
に
実
現
す
る
た
め
、

5
＼
⑱
に
比
し
、
使
役
対
象
へ
の
作
用
の
度
合
い
は
高
い
も
の
と
な
る
。
し
か

し
、
ス
に
は
タ
リ
が
下
接
す
る
た
め
、
既
述
の
通
り
使
役
事
態
は
状
態
的
で
あ
る
。

仮
に
「
知
ら
せ
た
る
」
を
「
知
ら
せ
可
刻
」
と
し
た
場
合
と
比
べ
て
み
る
。
鈴
木
(
―

1
0
―
二
）
に
よ
れ
ば
、

四
使
役
事
態
の
状
態
性
に
つ
い
て

一
般
化
・
抽
象
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
使
役
対
象
に
作
用
が
向
か
う
様
そ
の
も
の
に
描
写

（
士
佐
・
一
月
七
日
）

ツ
形
は
「
完
成
相
ア
ス
ペ
ク
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ト
に
位
置
づ
け
ら
れ
」

(63
頁
）
、
「
動
作
過
程
を
一
括
的
に
さ
し
だ
す
意
味
」
（
同
頁
）
を
表
す
。
「
動
作
過
程
を
一
括
的
に
さ
し
だ
す
」
と
は
「
ど

、
、
、
、
、
、

ん
な
期
間
で
あ
れ
一
定
時
間
つ
づ
い
て
終
わ
っ
た
運
動
を
、
ひ
と
ま
と
ま
り
の
も
の
と
し
て
、

で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
「
知
ら
せ
つ
る
」
の
場
合
、
「
知
ら
せ
」
る
作
用
は
、
既
に
終
結
し
た
、

一
回
的
な
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
る
。
そ
の

結
果
、
使
役
対
象
へ
の
作
用
の
実
現
そ
の
も
の
に
焦
点
が
当
た
り
、
そ
の
分
、
使
役
対
象
へ
の
作
用
の
度
合
い
は
「
知
ら
せ
た
る
」
の
場
合
よ

り
も
高
ま
る
と
い
え
る
。
い
の
「
若
菜
」
が
ヒ
ト
性
を
帯
び
て
い
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
が
、
使
役
事
態
が
状
態
的
な
た
め
、
そ
の
分
、
使

役
対
象
へ
の
作
用
の
度
合
い
及
び
非
情
物
が
帯
び
る
ヒ
ト
性
は
抑
え
ら
れ
た
も
の
と
な
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
①
＼
向
が
状
態
的
な
使
役
事
態
を
表
す
の
は
、
非
情
物
が
ヒ
ト
性
を
帯
び
る
の
を
極
力
抑
え
る
た
め
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
う
考
え
る
こ
と
で
、
二
節
に
挙
げ
た
青
木
（
二

0
0
六
）
の
指
摘
④
、
「
母
親
の
思
い
や
り
が
息
子
に
困
難
な
仕
事
を
や
り
と
げ
さ
せ
た
」

の
よ
う
に
、
補
文
の
主
語
が
〈
動
作
主
〉
と
な
る
例
が
古
代
語
に
な
い
こ
と
に
つ
い
て
、
そ
の
理
由
が
推
測
可
能
と
な
る
。
つ
ま
り
、
「
や
り

と
げ
る
」
の
よ
う
な
意
志
的
動
作
の
実
現
を
仕
向
け
る
の
は
、
通
常
、
相
手
の
意
志
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
人
で
あ
る
。
仮
に
非
情

物
が
意
志
的
動
作
を
実
現
さ
せ
る
主
体
の
位
置
に
立
て
ば
、
対
象
た
る
人
に
作
用
を
な
す
と
い
う
意
味
で
も
、
対
象
の
意
志
に
影
響
を
与
え
る

と
い
う
意
味
で
も
、
非
情
物
の
帯
び
る
ヒ
ト
性
が
高
く
な
る
。
こ
れ
を
避
け
る
た
め
に
、
古
代
語
の
原
因
主
語
他
動
文
（
本
論
の
考
察
範
囲
に
限

っ
て
い
え
ば
、
平
安
期
和
文
の
非
情
の
使
役
）
で
は
補
文
の
主
語
が
〈
動
作
主
〉
と
な
る
例
が
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

ま
た
、

ス
に
上
接
す
る
動
詞
の
意
味
も
非
情
物
が
帯
び
る
ヒ
ト
性
を
抑
え
る
こ
と
に
関
与
し
て
い
る
。
既
述
の
よ
う
に
、
①
＼
何
で
ス
に
上

接
す
る
動
詞
は
知
覚
・
心
情
と
い
っ
た
無
意
識
的
な
認
識
を
表
す
。
非
情
物
は
人
に
対
し
、
あ
る
知
覚
や
心
情
を
誘
発
す
る
能
力
を
潜
在
的
に

有
し
て
い
る
と
い
え
る
。
非
情
物
が
契
機
と
な
り
、
人
が
何
か
を
知
っ
た
り
、
あ
る
心
情
を
抱
い
た
り
す
る
こ
と
は
日
常
的
に
起
こ
り
得
る
こ

と
で
あ
る
（
こ
の
点
は
五
ー
ニ
節
で
詳
述
す
る
）
。
知
覚
・
心
情
を
実
現
さ
せ
る
位
置
に
非
情
物
が
立
つ
こ
と
で
、
非
情
物
が
有
す
る
本
来
の
能
力

が
描
か
れ
る
た
め
、
非
情
物
を
他
の
存
在
、
特
に
人
の
よ
う
な
存
在
と
し
て
見
る
必
要
が
な
く
な
る
。
即
ち
、
非
情
物
が
帯
び
る
ヒ
ト
性
も
極

一
括
的
に
表
」

(24
頁
、
傍
点
箪
者
）
す
こ
と
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五
—

表
現
形
式
の
特
徴

前
節
ま
で
は
、
平
安
期
和
文
の
非
情
の
使
役
に
つ
い
て
意
味
的
分
析
を
行
っ
て
き
た
。
本
節
で
は
構
文
的
分
析
を
す
べ
く
、
そ
の
表
現
形
式

の
特
徴
と
、
非
情
の
使
役
が
当
該
表
現
形
式
を
取
る
理
由
に
つ
い
て
現
代
語
と
比
較
し
つ
つ
論
じ
た
い
。

現
代
語
の
非
情
の
使
役
が
持
つ
表
現
形
式
の
特
徴
を
論
じ
た
も
の
に
程
(
―

1
0
0
七
）
が
あ
る
。
崖
（
二

0
0
七
）
は
、
次
頁
図
に
示
す
基

準
に
よ
り
、
非
情
の
使
役
雀
(
―

-
0
0
七
）
で
は
「
モ
ノ
・
コ
ト
を
主
語
と
す
る
使
役
文
」
）
を
い
＼
の
及
び
そ
の
他
に
分
類
す
る

(24
頁
。
次
頁
図
の

ぃi
の
の
下
に
付
し
た
割
合
は
、
崖
（
二
0
0
七）

25
頁
の
値
を
筆
者
が
追
加
し
た
も
の
。
本
論
例
文
①
i
向
か
い
＼
凹
及
び
そ
の
他
の
い
ず
れ
に
該
当
す
る
か
を

併
記
す
る
。
そ
の
際
、
デ
格
は
ニ
テ
格
に
読
み
替
え
て
い
る
）
。

五
表
現
形
式
の
特
徴
ー
現
代
語
と
の
比
較
に
お
い
て

力
抑
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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主
語
が
文
中
に
な
い
場
合

主
語
（
佐
藤
江
、
本
論
で
い
え
ば
使
役
主
体
）
が
文
中
に
あ
る
場
合

主
語
が
指
示
語
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
い
虚
％

主
語
が
指
示
語
以
外
の
名
詞

[
 

「
原
因
を
表
す
デ
格
名
詞
が
文
中
に
存
在
す
る
・
・
・
・
・
⑱
詈

原
因
を
表
す
デ
格
名
詞
が
文
中
に
存
在
し
な
い

主
語
が
連
体
修
飾
を
受
け
な
い
・
・
・
・
・
・
・
・
c
磯
％

L
主
語
が
連
体
修
飾
を
受
け
る
・
・
・
・
・
・
・
・
・
⑰
饂
％

主
語
相
当
の
従
属
節
が
あ
る
場
合
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
⑮
闘
％
腐
％

[
 主
語
相
当
の
従
属
節
が
な
い
場
合
（
先
行
文
が
代
行
）

．． 

[
そ
の
他

崖
(
―

1
0
0
七）

2
4
頁
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
い
＼
の
の
例
を
挙
げ
る
（
そ
の
他
は
崖
（
二
0
0
七
）
に
例
示
が
な
い
。
次
の
例
文
い
＼
の
の

0
の
付
加

は
筆
者
に
よ
る
。
出
典
の
記
載
方
法
は
私
に
改
め
た
）
。

①
仕
事
に
対
し
た
し
か
に
気
む
つ
か
し
い
考
え
が
あ
り
、
ぞ
和
が
相
手
に
窮
屈
を
感
じ
さ
せ
る
の
も
本
当
だ
ろ
う
。

（
佐
田
稲
子
『
樹
影
』
講
談
社
一
九
九
八
年
）

直
ベ
ル
の
本
ば
尤
陽
の
光
の
よ
う
に
目
に
あ
や
な
（
佐
藤
注
、
「
目
ぃ
あ
や
な
」
の
誤
り
か
）
鯛
却
五
扁
郎
を
楽
し
ま
せ
＼
、

図

④
た
だ
し
◎
に
準
じ
る

‘,‘、)‘,'‘‘‘‘、、̀
‘、

1
2
3
5
6
 

（
（
（
（
‘
,
ー
、
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五
ー

し
を
疲
れ
さ
せ
た
。

（
大
江
健
―
―
一
郎
『
個
人
的
な
体
験
』
新
潮
社
一
九
八
一
年
）

（
桐
生
操
『
天
才
た
ち
の
不
思
議
な
物
語
』

C
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
は
、
心
理
的
に
は
復
讐
心
を
持
つ
方
向
に
向
か
わ
せ
る
＼
゜

P
H
P
研
究
所
一
九
九
八
年
）

（
齋
藤
孝
『
天
才
の
読
み
方
』
大
和
書
房
―

1
0
0
1
―一年）

CD小
太
り
な
体
を
揺
す
る
よ
う
に
し
て
歩
く
姿
は
映
画
の
「
ポ
ル
タ
ー
ガ
イ
ス
ト
」
に
出
て
く
る
霊
媒
師
を
思
わ
せ
た
。

（
本
多
孝
好
『

MISSING』
双
葉
社
二

0
0
一年）

⑤
床
く
暗
い
恥
ず
か
し
さ
の
感
覚
が
よ
み
が
え
つ
で
か
れ
に
体
が
硬
ば
る
よ
う
な
気
持
ち
を
味
わ
わ
せ
た
。

m
彼
女
の
サ
ー
ビ
ス
の
仕
方
は
、
手
圃
和
〗
て
い
る
よ
う
で
も
神
経
質
す
ぎ
る
よ
う
で
も
あ
っ
た
。
そ
し
て
喋
り
方
と
同
じ
よ
う
に
、
わ
た

（
小
川
洋
子
『
シ
ュ
ガ
ー
タ
イ
ム
』
中
央
公
論
新
社
一
九
九
四
年
）

前
掲
図
よ
り
、
平
安
期
和
文
の
非
情
の
使
役
は
現
代
語
で
は
磯
％
に
過
ぎ
な
い
c
に
最
も
多
い
こ
と
が
わ
か
る
（
六
例
中
五
例
゜
闘
％
）
。
そ

し
て
、
同
使
役
は
、
現
代
語
で
は
饂
％
と
最
も
多
い
⑰
に
は
該
当
例
が
な
い
（
こ
れ
は
二
節
に
挙
げ
た
青
木
（
二
0
0
六
）
の
指
摘
⑤
に
通
じ
る
）
。
た

だ
し

‘
e
「
物
の
あ
は
れ
知
ら
せ
顔
な
る
も
の
鼻
垂
り
、
間
も
な
う
か
み
つ
つ
物
言
ふ
声
」
は
「
声
」
が
連
体
修
飾
を
受
け
る
た
め
⑰
に
準

じ
る
（
④
は
二
文
に
ま
た
が
っ
て
成
り
立
つ
非
情
の
使
役
の
た
め
、
そ
の
他
に
分
類
し
て
い
る
）
。

当
該
表
現
形
式
を
取
る
理
由

本
節
で
は
、
平
安
期
和
文
の
非
情
の
使
役
が
当
該
表
現
形
式
を
取
る
理
由
を
考
察
す
る
。
こ
れ
に
着
目
す
る
の
は
次
の
よ
う
な
事
情
が
あ
る
。

雀
(
―

1
0
0
七
）
は
、
現
代
語
の
非
情
の
使
役
が
前
掲
図
に
示
し
た
よ
う
な
表
現
形
式
を
取
る
こ
と
に
つ
い
て
「
モ
ノ
・
コ
ト
が
主
語
の
場

合
、
そ
れ
ら
は
誰
か
に
指
示
を
し
た
り
許
可
を
与
え
る
な
ど
の
働
き
か
け
が
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
ど
の
よ
う
に
し
て
使
役
事
態
を
引
き
起
こ
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こ
と
と
の
関
連
が
明
白
で
は
な
い
。

し
た
か
が
示
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
」

(
3
2
,
3
3
頁
）
ず
、
「
主
語
が
連
体
修
飾
の
修
飾
を
受
け
た
り
、
従
属
節
を
伴
っ
た
り
、
先
行
文
の
助
け
を

借
り
る
な
ど
、
原
因
を
詳
し
く
す
る
言
語
的
な
手
段
を
伴
っ
て
表
れ
る
」

(33
頁
）
と
述
べ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
「
原
因
を
詳
し
く
す
る
言
語

的
な
手
段
」
を
必
ず
し
も
伴
わ
な
い
c
は
ー
_
先
行
文
の
助
け
を
借
り
る
場
合
は
原
因
を
詳
し
く
す
る
言
語
的
な
手
段
を
伴
う
ー
|
'
現
代
語
で

は
特
異
な
用
法
と
な
る
。
し
か
し
、
平
安
期
和
文
で
は
む
し
ろ
非
情
の
使
役
が
取
る
表
現
形
式
は
c
に
偏
る
の
で
あ
る
（
④
は
一
一
文
を
併
せ
て
非

情
の
使
役
と
な
る
。
一
文
中
に
非
情
物
と
使
役
事
態
が
表
さ
れ
る
例
の
み
を
対
象
と
す
れ
ば
、
平
安
期
和
文
の
非
情
の
使
役
で
は
、
非
情
物
を
表
示
す
る
名
詞
は
全

て
修
飾
を
受
け
な
い
こ
と
に
な
る
）
。
と
な
れ
ば
、
こ
の
偏
り
が
生
じ
る
理
由
、
あ
る
い
は
、
い
＼
伺
が
当
該
表
現
形
式
を
取
る
理
由
に
つ
い
て
考

こ
の
問
題
を
扱
う
上
で
、
ま
ず
は
現
代
語
の
非
情
の
使
役
に
対
す
る
程
（
二

0
0
七）

り
立
つ
理
由
つ
い
て
、
崖
（
二

0
0
七
）
は
次
の
二
例
を
用
い
て
説
明
す
る
。

の
指
摘
を
見
る
。
c
に
該
当
す
る
例
が
文
と
し
て
成

晨
我
々
の
顔
を
は
っ
き
り
と
浮
か
び
あ
が
ら
せ
な
い
こ
と
を
願
い
な
が
ら
、
我
々
は
石
の
よ
う
に
体
を
固
く
し
て
い
た
の
で

（
遠
藤
周
作
『
沈
黙
」
新
潮
社
一
九
六
六
年
、
崖
（
二

0
0
七
）
よ
り
一
部
抜
粋
）

崖
(
―

-
0
0
七
）
に
よ
れ
ば
、
主
語
が
「
西
陽
」
「
風
」
の
よ
う
な
現
象
名
詞
の
場
合
、
原
因
を
詳
し
く
す
る
言
語
的
な
手
段
を
伴
わ
な
く

て
も
自
然
な
文
と
な
る
の
は
「
主
語
が
発
揮
し
得
る
範
囲
（
影
響
圏
）
内
で
事
態
を
引
き
起
こ
し
て
い
」

(31
頁
）
る
た
め
だ
と
す
る
。
こ
の

指
摘
は
、
有
用
な
も
の
で
あ
る
が
、
主
語
が
発
揮
し
得
る
範
囲
（
影
響
圏
）
内
で
事
態
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
こ
と
と
、
文
と
し
て
成
立
す
る

私
見
に
よ
れ
ば
、
主
語
が
発
揮
し
得
る
範
囲
（
影
響
圏
）
内
で
事
態
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
場
合
、
原
因
を
詳
し
く
す
る
言
語
的
な
手
段
、

（
田
辺
聖
子
『
新
源
氏
物
語
』
新
潮
社
一
九
八
四
年
、
崖
（
二

0
0
七））

雨
が
や
み
、
風
ば
竹
の
葉
を
そ
よ
が
せ
、
月
が
さ
や
か
に
さ
し
て
い
る
。

す。

え
る
こ
と
に
は
一
定
の
価
値
が
あ
る
と
い
え
る
。
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換
言
す
れ
ば
、
因
果
関
係
を
明
瞭
に
す
る
言
語
的
手
段
が
な
く
て
も
、
非
情
物
と
使
役
事
態
が
「
誘
発
主
体
」
と
「
動
作
の
誘
発
」
の
よ
う
に
、

(
1
0
)
 

そ
の
関
係
性
が
明
ら
か
に
な
る
た
め
に
、
自
然
な
文
と
な
る
と
考
え
る
。

以
上
を
踏
ま
え
、
い
＼
⑱
が
当
該
表
現
形
式
を
取
る
理
由
を
考
察
す
る
（
便
宜
上
、
ま
ず
②
①
5
何
を
再
掲
す
る
）
。

力
を
も
入
れ
ず
し
て
天
地
を
動
か
し
、
目
に
見
え
ぬ
鬼
神
を
も
あ
は
れ
と
即
ば
＇
叫
、
男
女
の
中
を
も
和
ら
げ
、
猛
き
武
士
の
心
を
も

や

り
慰
む
る
は
面
安
令
リ
。

①
い
つ
ぬ
き
川
、
沢
田
川
な
ど
は
＿
催
馬
楽
な
ど
一
の
剥
ば
引
別
な
る
べ
し
。

5
囮
こ
そ
思
ひ
知
ら
ず
料
咲
き
に
ほ
ふ
花
も
紅
葉
も
つ
ね
な
ら
ぬ
世
を

何
歎
け
と
て
同
〗
や
は
も
の
を
即
ば
刊
刻
か
こ
ち
が
ほ
な
る
わ
が
涙
か
な

既
述
の
よ
う
に
、

5
5
5⑯
で
ス
に
上
接
す
る
動
詞
は
知
覚
・
心
情
を
表
す
。
こ
の
四
例
は
因
果
関
係
を
明
瞭
に
す
る
言
語
的
手
段
を
伴
わ

ず
に
成
り
立
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
非
情
物
が
知
覚
・
心
情
を
誘
発
す
る
能
力
を
自
ら
の
内
に
持
っ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
。

②
で
は
、
「
歌
」
（
和
歌
）
が
そ
れ
自
体
の
有
す
る
力
で
も
っ
て
「
鬼
神
」
の
よ
う
な
超
自
然
的
存
在
に
も
し
み
じ
み
と
し
た
情
趣
を
思
わ
せ

る
と
い
う
の
は
比
喩
と
し
て
理
解
で
き
る
。
①
に
つ
い
て
『
全
集
1
8
』
に
は
「
催
馬
楽
『
席
田
』
に
『
席
田
の
い
つ
ぬ
き
川
に
や
住
む
鶴

の
・
:
』
と
見
え
る
。
（
中
略
）
催
馬
楽
『
沢
田
川
』
に
『
沢
田
川
袖
つ
く
ば
か
り
浅
け
れ
ど
…
』
と
見
え
る
」

(115
頁
）
と
あ
る
。
催
馬

楽
に
関
す
る
知
識
を
要
す
る
が
、
「
催
馬
楽
」
自
体
に
、
そ
こ
に
登
場
す
る
「
い
つ
ぬ
き
川
」
「
沢
田
川
」
と
い
う
川
の
名
称
を
喚
起
さ
せ
る
能

力
が
あ
る
と
書
き
手
が
想
定
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
り
で
は
、
桜
は
す
ぐ
に
散
る
も
の
だ
と
い
う
一
般
的
認
識
が
あ
る
た
め
、
「
桜
」
そ

の
も
の
に
、
無
常
の
世
を
想
起
さ
せ
る
能
力
が
あ
る
と
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
⑮
で
は
、
「
月
」
そ
の
も
の
に
、
「
歎
け
」
と
人
に
働
き
か
け
、

も
の
を
思
わ
せ
る
能
力
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
月
を
眺
め
て
い
る
う
ち
に
、
も
の
思
い
に
ふ
け
る
こ
と
は
あ
り
得
る
と
い
う

意
味
で
、
単
に
も
の
を
思
わ
せ
る
能
力
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
を
「
月
」
に
認
め
て
良
い
と
考
え
る
。

（
千
載
・
九
―
一
六
）

（
古
今
・
仮
名
序
）

（
源
氏
・
総
角
）

（
枕
・
六

0
)
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つ
ま
り
、
非
情
物
の
よ
う
に
、
自
ら
他
に
働
き
か
け
る
能
力
を
持
た
な
い
存
在
で
あ
っ
て
も
、
非
情
物
が
契
機
と
な
り
、
非
情
物
の
発
揮
し

得
る
範
囲
（
影
響
圏
）
内
で
、
人
や
そ
れ
に
準
じ
る
存
在
（
②
「
鬼
神
」
）
が
何
ご
と
か
を
思
っ
た
り
、
思
い
知
っ
た
り
す
る
事
態
を
誘
発
で
き

る
。
そ
の
た
め
、
の
①
①
向
は
因
果
関
係
を
明
瞭
に
す
る
言
語
的
手
段
が
な
く
て
も
、
非
情
物
と
使
役
事
態
が
「
誘
発
主
体
」
と
「
動
作
の
誘

発
」
の
関
係
に
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
り
、
自
然
な
文
と
な
る
の
で
あ
る
。

（
土
佐
・
一
月
七
日
）

次
に
の
を
見
よ
う
。

m

七
日
に
な
り
ぬ
。
（
中
略
）
国
閲
〗
ぞ
今
日
を
ば
知
叫
近
た
る
。

い
で
も
ス
に
上
接
す
る
動
詞
は
知
覚
を
表
す
。
し
か
し
、
「
若
菜
ぞ
今
日
を
ば
知
ら
せ
た
る
」
と
い
う
一
文
だ
け
で
は
、
「
若
菜
」
と
い
う
植

物
そ
の
も
の
に
「
今
日
（
が
い
つ
か
）
」
を
「
知
ら
せ
」
る
能
力
が
あ
る
と
は
認
め
難
い
。
い
で
は
、
雀
(
―

1
0
0
七
）
が
現
代
語
に
お
け
る
非

情
の
使
役
の
成
立
に
つ
い
て
述
べ
る
よ
う
に
、
「
先
行
文
の
助
け
を
借
り
る
」

(33
頁
）
必
要
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
「
（
一
月
）
七
日
に
な
り
ぬ
」

と
い
う
先
行
文
の
助
け
に
よ
っ
て
「
若
菜
」
を
見
た
こ
と
と
、
「
今
日
」
と
い
う
日
が
い
つ
な
の
か
を
再
確
認
し
た
こ
と
と
が
つ
な
が
り
を
持

つ
こ
と
に
な
る
。
こ
の
た
め
、
「
若
菜
」
と
「
今
日

(11

宮
中
で
若
菜
摘
み
を
行
う
日
）
」
を
「
知
ら
せ
」
る
事
態
と
が
「
誘
発
主
体
」
と
「
動
作

（
枕
・
八
一
）

次
に
①
を
見
る
。

④
物
の
あ
は
れ
知
ら
近
顔
な
る
も
の
鼻
垂
り
、
間
も
な
う
か
み
つ
つ
物
言
ふ
国
〕
。

田
は
唯
一
、
非
情
物
を
表
示
す
る
名
詞
に
対
す
る
修
飾
が
見
ら
れ
る
例
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
ど
の
よ
う
な
事
情
に
よ
る
の
か
。
仮
に
「
声
」

に
対
す
る
修
飾
が
な
い
場
合
を
想
定
す
る
と
、
「
声
」
と
、
「
物
の
あ
は
れ
」
を
「
知
ら
せ
」
る
こ
と
、
即
ち
、
し
み
じ
み
と
し
た
情
趣
を
思
わ

せ
る
こ
と
と
が
直
ち
に
は
結
び
つ
き
に
く
い
。
「
鼻
垂
り
、
間
も
な
う
か
み
つ
つ
物
言
ふ
」
と
い
う
「
声
」
に
対
す
る
修
飾
が
あ
る
方
が
皮
肉

と
は
い
え
、
つ
ら
そ
う
な
「
声
」
と
、
「
物
の
あ
は
れ
」
を
「
知
ら
せ
」
る
事
態
と
が
「
誘
発
主
体
」
と
「
動
作
の
誘
発
」
の
関
係
に
あ
る
こ

の
誘
発
」
の
関
係
に
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。
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以
上
に
述
べ
た
こ
と
を
振
り
返
り
た
い
。

六

お
わ
り
に

前
述
の
よ
う
に
、
平
安
期
和
文
の
非
情
の
使
役
は
、
構
造
的
に
は
最
も
基
本
的
・
単
純
な
型
で
あ
る
c
に
偏
る
。
こ
れ
は
、
初
期
段
階
で
は

一
文
中
で
複
雑
な
表
現
形
式
を
使
っ
て
成
り
立
た
せ
る
程
、
非
情
の
使
役
が
一
般
的
で
は
な
か
っ
た
た
め
だ
ろ
う
。
c
は
基
本
的
・
単
純
な
構

造
の
た
め
、
一
文
中
に
非
情
物
と
使
役
事
態
と
の
関
係
性
を
補
う
手
段
が
な
い
。
故
に
、
文
と
し
て
成
り
立
っ
た
め
に
は
、
非
情
物
と
使
役
事

態
と
の
関
係
性
が
明
白
で
あ
る
必
要
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

5
e
5伺
に
見
る
が
ご
と
く
、
非
情
物
が
本
来
的
に
持
つ
、
知
覚
・
心
情
を
誘

発
す
る
能
力
が
描
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
結
果
、
「
誘
発
主
体
」
と
「
動
作
の
誘
発
」
の
よ
う
に
、
非
情
物
と
使
役
事
態
と
の
関
係
性
が

確
定
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
他
、
い
①
の
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
先
行
文
の
助
け
、
非
情
物
を
表
示
す
る
名
詞
に
対
す
る
修
飾
に
よ
っ
て
、
非
情

物
と
使
役
事
態
と
の
関
係
性
が
補
強
さ
れ
る
例
も
あ
る
。

平
安
期
和
文
の
非
情
の
使
役
に
は
、
使
役
事
態
に
恒
常
性
が
認
め
ら
れ
る
例
が
五
例
（
①
~
⑮
）
、
恒
常
性
は
認
め
ら
れ
な
い
が
、
使
役
事
態

に
状
態
性
が
認
め
ら
れ
る
例
が
一
例

(m)
あ
る
。
こ
れ
は
非
情
物
が
ヒ
ト
性
を
極
力
帯
び
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
で
あ
っ
た
（
四
節
参
照
）
。

使
役
助
動
詞
に
上
接
す
る
動
詞
が
知
覚
・
心
情
を
表
す
こ
と
も
非
情
物
が
帯
び
る
ヒ
ト
性
を
抑
え
る
こ
と
に
関
与
す
る
。
知
覚
・
心
情
を
実

現
さ
せ
る
位
置
に
非
情
物
が
立
つ
こ
と
で
、
非
情
物
が
有
す
る
本
来
の
能
力
が
描
か
れ
る
た
め
、
非
情
物
を
他
の
存
在
、
特
に
人
の
よ
う
な
存

在
と
し
て
見
る
必
要
が
な
く
な
り
、
非
情
物
が
帯
び
る
ヒ
ト
性
も
極
力
抑
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
（
四
節
参
照
）
。

使
役
助
動
詞
に
上
接
す
る
動
詞
が
知
覚
・
心
情
を
表
す
こ
と
は
、
の
＼
⑮
が
有
す
る
基
本
的
・
単
純
な
表
現
形
式
と
も
関
連
す
る
（
五
節
最

と
が
明
瞭
と
な
る
。
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注

(
1
)
非
情
の
使
役
と
い
う
用
語
は
小
池
(
-
九
九
四
）

200
頁
に
よ
っ
た
。

(
2
)
青
木
(
―

1
0
0
六
）
は
、
次
の
よ
う
な
使
役
文
以
外
の
他
動
文
も
考
察
対
象
と
す
る
。

・
々
々
（
非
法
）
の
説
法
は
妄
博
の
罪
を
掴
糾
‘
藍
字
の
誼
を
致
す
（
東
大
寺
風
誦
文
稿

•
3
0
0

、
青
木
(
-
―0
0

六
）
）

(
3
)
伊
坂
(
-
九
九
九
）

3
，5
頁
に
よ
れ
ば
、
「
（
さ
）
せ
給
ふ
」
を
「
使
役
＋
尊
敬
」
と
解
釈
す
べ
き
か
、
い
わ
ゆ
る
最
高
敬
語
と
解
釈
す
べ
き
か
、
一
義

的
に
決
定
し
が
た
い
例
が
多
く
存
在
す
る
。
今
回
の
調
査
で
は
、
そ
の
意
味
を
使
役
と
も
尊
敬
と
も
解
釈
可
能
な
ス
・
サ
ス
・
シ
ム
の
用
法
は
『
新
編
古
典

文
学
全
集
』
（
小
学
館
。
以
下
本
文
を
含
め
『
全
集
』
と
記
す
）
の
現
代
語
訳
に
準
拠
し
て
い
る
。

(
4
)
使
役
事
態
が
個
別
的
事
柄
を
表
す
か
一
般
的
事
柄
を
表
す
か
の
区
別
は
益
岡
(
―

1
0
0
0
)
に
お
け
る
事
象
叙
述
と
属
性
叙
述
の
区
別
に
通
じ
る
。
益

岡
（
二

0
0
0
)
に
よ
れ
ば
、
事
象
叙
述
と
は
「
あ
る
時
空
間
に
実
現
・
存
在
す
る
事
象
（
現
象
）
を
表
現
す
る
も
の
」

(39
頁
）
で
あ
り
、
属
性
叙
述
と

は
「
あ
る
対
象
が
あ
る
属
性
（
特
徴
や
性
質
）
を
有
す
る
こ
と
を
表
現
す
る
も
の
」
（
同
頁
）
で
あ
る
。

た
だ
し
、

5
は
益
岡
(
―

1
0
0
0
)
の
指
定
叙
述
に
該
当
し
、
④
は
そ
れ
に
準
じ
る
例
で
あ
る
。
指
定
叙
述
と
は
「
幹
事
は
私
で
す
。
」
「
私
が
幹
事
で
す
。
」

の
よ
う
な
文
で
あ
り
、
そ
の
説
明
と
し
て
「
『
幹
事
で
あ
る
』
と
い
う
属
性
の
持
ち
主
に
該
当
す
る
の
は
『
私
』
で
あ
る
と
指
定
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
」

(49
頁）

J

れ
ら
の
課
題
に
つ
い
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

非
情
の
使
役
並
び
に
非
情
物
が
主
体
に
立
つ
他
動
文
は
、
翻
訳
調
で
、
典
型
的
な
日
本
語
で
は
な
い
と
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
表
現
が
歴
史

的
に
拡
大
さ
れ
て
い
く
過
程
を
研
究
す
る
こ
と
は
、
そ
の
裏
側
に
あ
る
日
本
語
ら
し
さ
の
変
化
を
眺
め
る
こ
と
で
も
あ
る
。
本
論
を
基
盤
と
し
、

非
情
物
が
主
体
に
立
つ
他
動
文
と
の
比
較
、
が
考
え
ら
れ
る
。

②
使
役
事
態
の
個
別
性
、

今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
①
因
果
関
係
を
明
瞭
に
す
る
言
語
的
手
段
の
発
達
過
程
と
、
使
役
助
動
詞
に
上
接
す
る
動
詞
の
種
類
と
の
関
係
、

終
段
落
参
照
）
。

一
般
性
ま
た
は
動
作
性
、
状
態
性
の
歴
史
的
推
移
、
③
和
文
系
資
料
と
漠
文
系
資
料
と
の
比
較
、
④
使
役
文
以
外
の
、
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と
あ
る
。
し
か
し
、
本
論
に
と
っ
て
重
要
な
の
は
、
使
役
事
態
の
表
す
事
柄
が
個
別
的
か
一
般
的
か
で
あ
る
た
め
、

5
④
は
使
役
事
態
が
一
般
的
事
柄
を
表

す
も
の
と
し
て
扱
う
。

(
5
)
次
例
の
い
「
龍
」
、
⑮
「
郭
公
」
、
い
「
ほ
と
と
ぎ
す
」
、
ゆ
「
雁
」
の
よ
う
に
、
比
較
的
感
情
を
確
認
し
や
す
い
動
物
が
使
役
主
体
と
な
る
も
の
は
四
例

あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
有
情
の
使
役
と
し
て
数
え
て
い
る
。

⑧

〔

梶

取

↓

大

納

言

〕

「

（

前

略

）

疾

風

も

、

国

こ

の

吹

か

す

な

な

り

。

（

後

略

）

」

（

竹

取

物

語

）

⑮

夏

山

に

鳴

く

面

圏

｝

心

あ

ら

ば

物

思

ふ

我

に

声

な

聞

が

迅

ぞ

（

古

今

和

歌

集

・

一

四

五

）

い

＿

ほ

と

と

ぎ

す

＿

か

く

れ

な

き

音

を

聞

が

出

て

は

か

け

は

な

れ

ぬ

る

身

と

や

な

る

ら

む

（

蜻

蛉

日

記

）

団
（
前
略
）
な
が
め
さ
し
て
立
ち
た
ま
ふ
に
、
雁
鳴
き
て
渡
る
。

秋

霧

の

は

れ

ぬ

雲

居

に

い

と

ど

し

く

（

国

ぞ

ハ

）

こ

の

世

を

か

り

と

言

ひ

知

ら

ず

ら

む

（

源

氏

物

語

・

椎

本

）

(
6
)

⑨
は
、
神
仏
、
神
霊
、
物
の
怪
と
い
っ
た
超
自
然
的
存
在
が
主
体
と
な
る
使
役
文
の
類
例
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。
超
自
然
的
存
在
が
使
役
主
体
と
な

る
例
は
一
一
十
四
例
あ
り
、
こ
れ
ら
は
有
情
の
使
役
と
し
て
扱
っ
て
い
る
。
参
考
ま
で
に
一
一
例
を
挙
げ
る
。

．
〔
清
少
納
言
↓
観
音
〕
「
白
山
の
観
音
、
[
[
巴
（
雪
ノ
山
）
涸
図
心
さ
せ
た
ま
ふ
な
」
と
祈
る
も
物
ぐ
る
ほ
し
。

蟻
通
の
明
神
、
貰
之
が
馬
の
わ
づ
ら
ひ
け
る
に
、
こ
の
国
涵
}
の
病
ま
姐
た
ま
ふ
と
て
、
歌
よ
み
て
奉
り
け
む
、

（
枕
草
子
・
八
三
段
）

い
と
を
か
し
。
（
枕
草
子
・
一
三
七
段
）

(
7
)
次
例
の
よ
う
に
、
使
役
事
態
が
未
来
の
特
定
の
時
空
間
に
実
現
す
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
、
個
別
的
事
柄
を
表
す
も
の
に
数
え
て
い
る
。

.
〔
帝
↓
宮
中
の
人
々
〕
「
あ
れ
（
佐
藤
江
、
氷
）
見
れ
ば
、
心
地
の
さ
は
や
か
に
お
ぽ
ゆ
る
。
氷
の
大
き
な
ら
ん
提
子
に
入
れ
て
、
人
ど
も
集
め
て
釦
ば
屯
て
見
ん
」

（
讃
岐
典
侍
日
記
・
上
）

(
8
)
m＼
伺
で
ス
に
上
接
す
る
動
詞
は
動
作
主
体
（
使
役
対
象
）
の
意
志
に
よ
ら
ず
実
現
す
る
動
作
を
表
す
（
三
ー
四
節
ウ
参
照
）
。
こ
の
た
め
、
い
＼
①
に

お
い
て
も
各
補
文
の
主
語
は
〈
動
作
主
〉
と
な
ら
な
い
。

(
9
)
二
節
に
示
し
た
よ
う
に
、
青
木
(
―

1
0
0
六
）
で
は
、
欧
文
翻
訳
に
お
い
て
生
ま
れ
た
構
文
の
一
っ
に
、
補
文
の
主
語
が
〈
動
作
主
〉
と
な
る
よ
う
な

非
情
の
使
役
（
④

a)
を
挙
げ
る
。
こ
の
指
摘
に
本
論
の
立
場
か
ら
付
言
す
れ
ば
、
欧
文
翻
訳
は
、
一
一
節
に
挙
げ
た
④

a
の
よ
う
な
、
非
情
物
が
い
よ
り
も

顕
著
な
ヒ
ト
性
を
帯
び
る
使
役
文
を
生
ん
だ
こ
と
に
な
る
。

(
1
0
)
こ
れ
は
柴
谷
(
-
九
九
七
）
を
援
用
し
た
も
の
で
あ
る
。
柴
谷
(
-
九
九
七
）
で
は
、
文
の
意
味
統
合
の
原
理
に
つ
い
て
「
所
与
の
構
文
に
お
い
て
、

関
係
す
る
す
べ
て
の
指
示
機
能
を
帯
び
る
名
詞
旬
は
何
ら
か
の
意
味
的
貢
献
を
果
た
す
こ
と
に
よ
っ
て
適
切
に
意
味
統
合
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
(
9
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千
葉
大
学

の
意
で
あ
る
が
、
か
な
り
皮
肉
な
言
い
方
」

頁
）
と
す
る
。
「
適
切
に
意
味
統
合
さ
れ
」
る
と
は
「
問
題
の
名
詞
旬
の
表
す
要
素
が
、
構
文
全
体
が
表
示
し
て
い
る
事
象
の
有
機
的
な
構
成
要
素
と
認
め

ら
れ
る
状
況
」
（
同
頁
）
を
指
す
。

こ
の
状
況
は
、
非
情
の
使
役
で
い
え
ば
、
使
役
事
態
が
何
ら
か
の
動
作
の
誘
発
を
表
し
、
非
情
物
を
表
示
す
る
名
詞
句
が
そ
の
動
作
を
誘
発
す
る
主
体
と

認
め
ら
れ
る
状
況
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
、
叩
ち
、
非
情
物
と
使
役
事
態
が
「
誘
発
主
体
」
と
「
動
作
の
誘
発
」
の
関
係
に
あ
る
こ
と
が
明
ら

か
な
状
況
で
あ
れ
ば
、
使
役
構
文
に
お
い
て
、
非
情
物
を
表
示
す
る
名
詞
旬
は
適
切
に
意
味
統
合
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
場
合
、
因
果
関
係
を
明
瞭
に
す
る
言

語
的
手
段
に
よ
っ
て
非
情
物
と
使
役
事
態
の
関
係
性
を
補
強
す
る
必
要
は
な
い
こ
と
に
な
る
。

(11)
④
に
つ
い
て
『
全
集
18
』
に
は
「
し
み
じ
み
と
し
た
感
動
を
人
に
知
ら
せ
る
よ
う
な
ふ
う
に
見
え
る
も
の
、

(149
頁
）
と
あ
る
。

【
引
用
文
献
】

青
木
博
史
（
二

0
0
六
）
「
原
因
主
語
他
動
文
の
歴
史
」
『
筑
紫
語
学
論
叢
II

日
本
語
史
と
方
言
ー
』
風
間
書
房

伊
坂
淳
一
(
-
九
九
九
）
「
中
古
和
文
の
使
役
文
に
関
す
る
覚
え
書
き
」
『
千
葉
大
学
教
育
学
部
研
究
紀
要
II

人
文
・
社
会
科
学
編
』
4
7
巻

井
上
和
子
(
-
九
七
六
）
『
変
形
文
法
と
日
本
語
上
統
語
構
造
を
中
心
に
』
大
修
館
書
店

川
村
大
(
―

I
O
I
―
-
）
『
ラ
ル
型
述
語
文
の
研
究
』
く
ろ
し
お
出
版

小
池
清
治
(
-
九
九
四
）
『
日
本
語
は
ど
ん
な
言
語
か
』
ち
く
ま
新
書

柴
谷
方
良
(
-
九
九
七
）
「
『
迷
惑
受
身
』
の
意
味
論
」
『
日
本
語
文
法
体
系
と
方
法
』
ひ
つ
じ
書
房

清
水
慶
子
(
-
九
八

0
)
「
非
情
の
受
身
の
一
考
察
」
『
成
験
国
文
』

14
号
成
験
大
学

鈴
木
泰
（
二

0
1
―
-
）
『
語
形
対
照
古
典
日
本
語
の
時
間
表
現
』
笠
間
書
院

竹
内
美
智
子
(
-
九
七
七
）
「
2

助
動
詞

(
l
)
」
『
岩
波
講
座
日
本
語
7

文
法
II
』
岩
波
書
店

崖
瑞
映
（
二

0
0
七
）
「
モ
ノ
・
コ
ト
を
主
語
に
す
る
使
役
文
の
構
文
的
な
一
特
徴
ー
（
主
語
を
中
心
と
す
る
）
原
因
の
表
現
形
式
を
中
心
に
ー
」
『
日
本
研

究
教
育
年
報
』

11
号
東
京
外
国
語
大
学

益
岡
隆
志
(
―

1
0
0
0
)
『
日
本
語
文
法
の
諸
相
』
く
ろ
し
お
出
版

宮
地
幸
一
(
-
九
六
八
）
「
非
情
の
受
身
表
現
考
」
『
近
代
語
研
究
第
一
一
集
』
武
蔵
野
書
院
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平
安
時
代
編
』
h
号
~
令~
.
n
i
n
j
a
l
.
a
q
p
/
c
o
r
p
u
s
_
c
e
n
t
e
r
/
c
h
j
/
h
e
i
a
n
.
h
t
m
l

(―

1
0
一
五

【
使
用
デ
ー
タ
・
テ
キ
ス
ト
】

国
立
国
語
研
究
所
（
二

0
一
五
）
（
―

I
O
I
六
）
『
日
本
語
歴
史
コ
ー
パ
ス

年
三
月
一
九
日
及
び
―

1
0
一
六
年
三
月
三
一
日
確
認
）

調
査
対
象
二
古
今
和
歌
集
、
竹
取
物
語
、
伊
勢
物
語
、
土
佐
日
記
、
大
和
物
語
、
平
中
物
語
、
蜻
蛉
日
記
、
落
窪
物
語
、
枕
草
子
、
源
氏
物
語
、
和
泉
式

部
日
記
、
紫
式
部
日
記
、
堤
中
納
言
物
語
、
更
級
日
記
、
讃
岐
典
侍
日
記
（
右
記
コ
ー
パ
ス
で
用
例
を
検
索
し
た
後
、
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』
（
小

学
館
）
で
本
文
を
確
認
し
た
。
）

滝
沢
貞
夫
(
-
九
七
六
）
『
千
載
集
総
索
引
』
笠
間
書
院

付
記

本
論
は
、
日
本
語
学
会
二

0
一
六
年
度
秋
季
大
会
（
―

I
O
I
六
年
一

0
月
一
一
九
日
。
於
、
山
形
大
学
）
で
口
頭
発
表
し
た
原
稿
に
基
づ
く
。




